
第２回  旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮設計活用等検討委員会  
	 

	 

日時	 平成２７年１０月９日（金）	 	 

	 	 	 １０時００分～	 	 	 	 	 	 	 

会場	 札幌市役所本庁舎６階	 	 

	 	 	 １号会議室	 

	 

	 

次	 	 	 第	 
	 

	 

１	 開	 会	 

	 

２	 地域住民等意見交換会の実施について（資料-3）	 

	 

３	 施設調査結果及び基本設計素案について（資料-4）	 

	 

４	 活用方針素案について（資料-5）	 

	 

５	 公園利用実態調査中間報告と今後の予定について（資料-6）	 

	 

６	 その他	 

	 

７	 閉	 会	 

	 

	 

	 
＜配布資料＞	 

・	 資料-1：委員名簿	 

・	 資料-2：座席表	 

・	 資料-3：地域住民等意見交換会の実施について（及び全体スケジュール）	 

・	 資料-4：施設調査結果及び基本設計素案について	 

・	 資料-5：旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮活用方針（案）	 

・	 資料-6：永山記念公園アンケート中間報告と今後の予定	 

	 



  

旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮設計活用等検討委員会  

委員名簿  

 

（委員長・副委員長以下外部委員五十音順・敬称略） 

氏名	 分野	 所属等	 備考	 

◎委員長	 

小澤	 丈夫	 
空間計画	 

北海道大学大学院工学研究院	 准教授	 

文化財保護審議会委員	 

	 

◯副委員長	 

平井	 卓郎	 
木造建築構造	 北海道大学名誉教授	 	 

池ノ上	 真一	 歴史的建造物活用	 
北海道教育大学函館校国際地域学科	 

講師	 
	 

角	 幸博	 文化財建造物	 
北海道大学名誉教授	 

文化財保護審議会委員	 

	 

川上	 佳津仁	 	 札幌市観光文化局文化部長	 	 

（オブザーバー） 

所属等	 備考	 

北海道教育庁	 生涯学習推進局文化財・博物館課文化財保護グループ	 	 

札幌市都市局建築部建築工事課	 	 

札幌市中央区土木部維持管理課	 	 

北電総合設計株式会社	 	 

株式会社ノーザンクロス	 	 

北海道造園設計株式会社	 	 

（事務局） 

所属等	 備考	 

札幌市観光文化局文化部文化財課	 	 

株式会社 KITABA	 	 

 

資料-１	 



 

旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮設計活用等検討委員会 
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資料-２ 

平井副委員長 ○ ○ 角委員 

○ 池ノ上委員 

事務局（KITABA） 事務局（市） 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

傍聴席 傍聴席 

小
澤
委
員
長 

○ 

川上委員 ○ 
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2015/07/13～16　調査不可範囲
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※一部修復整備工事図面から抜粋しています

（X24通布基礎､消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室ﾋﾟｯﾄ､永山邸取合い布基礎等）

※調査不可範囲にかかる部分､測定できない箇所は想定寸法とする

※
※

※
※

※
※

※※

9/3
布基礎

位置変更

9/3
布基礎

位置変更

位置変更

9/3
束石

1
5
0

▽

4
5
0

※

9
0
0

※

7
5
0

※

※詳細④　S=1/50

1-D13

4
5
0

※ ▽

8
0
0

※

詳細⑤　S=1/50

煙突B

（既設煙突のﾓﾙﾀﾙ剥落､ｸﾗｯｸ､改修後のﾚﾝｶﾞ積煙突の写真のみ）

既設煙突B平成11年9月～10月に改修工事 基礎､煙突RCで新設
（煙突の解体､RC新設工事の工事写真がありません）

※は現況地盤からの数値

※は現況地盤からの数値
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※調査不可範囲にかかる部分､測定できない箇所は想定寸法とする
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根太　45×105　@303

根太　45×105　@303

1Fｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ室床下詳細図　1/50

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ束石

120×120×2（ﾀﾞﾌﾞﾙ）
土台

床下地盤面

45×105-@303
既設根太

既設床下地板 既設根太55×55-@455

▽

1F展示室床下詳細図　1/50

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ束石

床下地盤面

既設床下地板 既設根太55×55-@455
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床下地盤面

既設大引105×105

既設床下地板

玄関前階段室下束石詳細図　1/50

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ束石

既設土台120×120

既設根太55×55-@455

凡　　例

既設土台　120×120

既設大引　105×105

既設大引図示寸法

既設土台･床梁図示寸法

図示寸法による

既設1F柱　120×120

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ束石　天端200□

既設木製束石　120×120

既設根太に図示寸法がある場合は

既設根太　55×55　@455

既設1F床点検口450□を示す

復旧済
既設1F床調査用開口位置を示す

根太　45×105　@303

既設にﾎﾞﾙﾄ接合

105×105

根太ﾀﾞﾌﾞﾙ配置

既設根太55×55+補強根太45×60

平成11年9月～10月 1F土台､根太地新設

1FL+35の範囲を示す

既設煙突B平成11年9月～10月に改修工事

（外部現場調査では地盤面よりｺﾝｸﾘｰﾄ基礎が175ﾐﾘ露出しています）

基礎､煙突RCで新設
（煙突の解体､RC新設工事の工事写真がありません）

（既設煙突のﾓﾙﾀﾙ剥落､ｸﾗｯｸ､改修後のﾚﾝｶﾞ積煙突の写真のみ）

（改修後ﾚﾝｶﾞ積煙突写真では地盤面から基礎は露出していません）

ﾏﾝﾎｰﾙ開口
600φ

煙突B

※

床下調査不可

HD金物

ﾎﾞﾙﾄ径不明
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2Fﾎｰﾙ上屋根組は本体屋根組下地の上に

造作されていると思われます

立面図にある小屋根は本体屋根組下地の上に

造作されていると思われます
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2015/07/13～16
2015/08/19 調査不可範囲

最高軒高さはX24通外周梁天端と想定する

※2F～最高軒高さはH=3,146とする

※最高高さ（最高棟高さ）は最高軒高さはH=2,997とする

※調査不可範囲に架かる既設梁､及び外周壁､内部壁と

重なり測定できない箇所の既設梁は想定寸法とする

切妻屋根棟位置 ▽

屋根勾配屋根勾配

910 910 910

455 1,8201,592.5

227.5

本体屋根の取合いは両側の入り棟が共に途中で止まっています

調査不可

227.5

910

屋根勾配30°で計算

屋根勾配5寸勾配で計算

（屋根勾配26.56505118°）

棟～軒　L=5080　→　H=2540

棟～軒　L=5080　→　H=2933

H=393の差が出てきます

現調寸法角度算出

tan-1（1685+35-1140=580）/1015=29.7448813°
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  2015.09.15 
旧三菱鉱業寮 耐震補強方針について 
 
（１）診断結果について 
・準拠基準   ： 「2012 年度改訂版木造住宅の耐震診断と補強方法」（㈶日本建築防災協会） 
・診断手法   ： 精密診断法 1（保有耐力診断法） 
・使用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  ： 「耐震診断 Pro Ver4.1 ホームズ君」（㈱インテグラル） 
          ※㈶日本建築防災協会の「木造住宅耐震プログラム評価」を取得 
・診断条件   ： ○当該建物は「軽い建物」と判断し、必要耐力を算出する。 
          ○接合部について、金物の使用がないこととして検討する。  
          ○基礎について、一部 RC 造の部分も確認されたが、大半が無筋コンクリートであるた

め、「無筋コンクリート」として検討する。 
          ○床について、一部火打ち材の使用が確認されたが、火打ち材の支配面積が広いため、

○床倍率について「床倍率なし」として検討している。 
          ○建物の形状による低減は剛性率 Fs 及び偏心率 Fe による。 
 

 

旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮各階平面図 
 
 
 
 
 
 
 

・診断結果 
○垂直積雪量 140cm を考慮した場合 

 
○積雪を考慮しない場合 

 
 
＜参考 一昨年度の一般診断の結果 垂直積雪量 140cm＞ 

 
 
・考察 
 精密診断１（保存耐力診断法）の結果、Y 方向 1 階の評点が「0.42」となり、「倒壊する可能性が高い」と判

定された。一昨年度に実施した一般診断法による結果とほぼ相違ない結果となった。一部、X 方向 1 階にて評

点の向上が見られるが、これは今回実施した現地調査にて、これまで壁内の状況が「不明」としていた箇所が

「土壁」であることが判明し、保有耐力が向上したためである。 
 旧三菱鉱業寮は Y 方向に耐震上有効な構面が少なく、耐力が小さい傾向が見られる。これは各階ともに改修

によって、Y 方向の壁を解体し、大部屋に変更した影響が大きい。 
また、積雪荷重を見込んだ場合と積雪荷重を見込まなかった場合において、各方向とも 2 階部分の評点が下

がる結果となった。本来であれば、積雪を見込まなければ建物重量が小さくなるため、耐震性を示す上部構造

評点は上昇するものと考えられる。しかし、当該建物は診断時の計算では柱頭柱脚の金物の使用がないことと

して計算しており、積雪による抑え込みの効果がなくなったため、各耐力壁の耐力が小さく見積もられること

となり、結果として重量の減少による影響よりも耐力の減少による影響が大きくなったためと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 

地域係数

Z

層せん断力

分布係数　Ai

2 768.30 1.24 171.48 144.45 1.00 1.00 144.45 0.84 倒壊する可能性がある

1 1424.10 1.00 256.34 166.68 1.00 1.00 166.68 0.65 倒壊する可能性が高い

2 768.30 1.24 171.48 79.78 1.00 1.00 79.78 0.46 倒壊する可能性が高い

1 1424.10 1.00 256.34 129.83 1.00 0.83 108.15 0.42 倒壊する可能性が高い
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分布係数　Ai

2 337.40 1.37 83.20 68.93 1.00 1.00 68.93 0.82 倒壊する可能性がある

1 910.90 1.00 163.96 147.35 1.00 1.00 147.35 0.89 倒壊する可能性が高い

2 337.40 1.37 83.20 39.27 1.00 0.97 38.01 0.45 倒壊する可能性が高い

1 910.90 1.00 163.96 114.96 1.00 0.81 93.23 0.56 倒壊する可能性が高い
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（２）基礎の補強について 
・RC 基礎を増設し、土台と基礎をアンカーボルトに緊結する。 
 

 
基礎補強位置案 

 

    
             基礎増設             既存基礎補強  
                                  ※記載寸法は参考 
                     基礎イメージ図 
 
 
 
 

（３）上部構造の補強方針について 
・歴史的価値の保存について 
 旧三菱鉱業寮はこれまで開催されてきた委員会において、下記の範囲の保存を優先している。 
 
  ・外観 
  ・1 階階段・ホール廻り 
  ・1 階電話室 
  ・2 階階段・ホール廻り 
  
よって、建物耐力を向上させるために耐震壁を設置する位置について、下記の方針を基本とする。 
 

  ・外観を保持するために建物内部で補強を行う。 
  ・内部での補強について、1 階電話室、各階の階段・ホール廻りの意匠の保存を優先する。 
  ・耐震壁を設置する際、既存仕上げの解体が生じるが、大きな解体はこれまでの改修工事にて改修された

範囲に優先して設定する。 
 
・積雪荷重について 
建築基準法において、札幌市は垂直積雪量を 140cm 見込む地域とされている。また、雪下ろしの慣習のある

地方においては、垂直積雪量を 100cm まで減らして計算できるとされている。 
さらに基準法施行令第 86 条に屋根に雪止めがある場合を除き、その勾配に応じて低減することができるとさ

れている。 
 
μb＝√cos(1.5β)・・・施行令第 86 条より 
μb：屋根勾配形状係数 
β：屋根勾配（単位 度） 

 

現地調査の結果、主屋部分の屋根勾配は 6 寸勾配であり、上式より低減係数μb は「0.830」となり、屋根勾

配の低減を見込んだ垂直積雪量は「140cm×0.83＝116.2cm」となる。 
 
今回の検討で用いる垂直積雪量については、上記の事項とともに当該建物の屋根はカラー鉄板葺きであり、

比較的屋根面に降雪した雪が積みあがる仕上げではないことを考慮して、構造検討時には垂直積雪量を「100cm」

として扱うこととする。 
 
・既存耐力について 
 既存耐力（土壁や下見板）については、現地調査において土壁の劣化が確認されこともあり、余力と考え、

新規に設ける補強壁のみで上部構造評点が 1.0 を超えるように検討する。 
 ※準拠している指針によると木ずり及び土壁（塗り厚 70 ㎜未満）は改修設計時には耐力要素として見込めな

いこととなっており、当該建物の土壁は仕上げ込みで 80 ㎜である。 
 
 
 



  2015.09.15 
・耐力壁仕様及び非耐力壁仕様について 
 補強する構面について、その仕様により大きく下記の「耐力壁仕様」と「非耐力壁仕様」に分けられる。 
 「耐力壁仕様」について、補強構面の周辺の柱・横架材（梁や土台、胴差等）に四周全て接合する仕様であ

る。高い壁基準耐力を見込め、1 構面あたりの補強効果が大きい。但し、補強工事の際には、既存の床（床板・

下地板・根太・根太受け材等）や天井（天井仕上げ・釣り木・野縁・野縁受け等）の解体が必要となる。 
 「非耐力壁仕様」について、補強構面の柱に接合する仕様であり、耐力壁仕様程の高い補強効果は見込めな

いものの、周辺の床や天井を解体する必要がない。 
 当該建物の補強については、状況に応じて二つの仕様を使い分けることとする。 
 

 
             左：耐力壁仕様         右：非耐力壁仕様 
 
・真壁と大壁について 
 当該建物は軸組工法により建築されており、各部屋により壁の納め方が「真壁（柱を現しにする仕様）」と「大

壁（柱を見えなくする仕様）」で使い分けられている。補強構面も既存の壁の納め方に準じてそれぞれの仕様を

決定する。 

 
               左：大壁          右：真壁 
 
・横架材の接合について 
 今回は精密診断法 1（保有耐力診断法）にて検討を行っており、横架材の接合部は金物にて接合されている

ことが前提条件のため、今回の改修工事において横架材の補強を行うものとする。 
 補強工事の際、外壁面に位置する横架材について、部分的な既存外壁仕上げの解体が生じることとなる。 
 
・小屋組みの補強について 
 小屋組みについては、耐震性能を示す数字には直接は影響してこないものの、屋根構面の荷重をスムーズに

基礎まで流すために、その剛性は重要である。よって、雲筋交や小屋筋交による補強を行うものとする。 

   

          横架材金物補強イメージ       小屋組み補強イメージ 
 
・床面の剛性について 
 耐震壁の効果を高めるためにも床面の水平剛性は重要となる。下記の補強を行うものとする。 
    屋根面桁梁 ： 火打ち金物追加（負担面積 3.3 ㎡以下） 

2 階桁梁  ： 火打ち金物追加（負担面積 3.3 ㎡以下） 
    1 階床面  ： 構造用合板 12.0 ㎜以上、根太の釘留め及び転び止め設置 
 
・1 階北面下屋部分の水平剛性について 
 増築されたと考えられる 1 階下屋部分については、下屋部の耐力を本体に伝えるため、小屋裏に補強を行う。

なお、補強の構造検討について、西面の下屋（消火ポンプ室）は小規模のため耐力を無視する。 
 

  
     火打ち金物補強イメージ            下屋部小屋裏補強イメージ 
 
・南面の煙突について 
 新規に札幌市より提供のあった資料において、南面の煙突は RC 造であることが判明した。平成 11 年に改修

工事を行い、既存煙突を解体し再構築された模様。北面の煙突と形状が異なることから増築されたものと推測

され、今回の改修工事の際、撤去することとする。 
 
・火災の被災範囲での補強について 
 被災した部材は残置することとする。構造上有効と判断される断面で上階の荷重や地震時に生じる周辺架構

のせん断力に負担できるか検討し、もし負担できないようであれば、周囲に補強材を施工する。 
 



  2015.09.15 
（４）上部構造補強位置案 
○補強工法について 
 当初は在来工法にて検討を行っていたものの、保存範囲による制約や前回の委員会で示された活用案の実現

を考慮した結果、在来工法では所要の耐震性能まで（評点が 1.0）届かなかった。 
 そのため、在来工法よりも高い壁基準耐力が見込める工法を採用して検討を行った。 
 
○補強検討 
・目標評点   ： 補強後の目標とする上部構造評点は「1.0」とする。 
・準拠基準   ： 「2012 年度改訂版木造住宅の耐震診断と補強方法」（㈶日本建築防災協会） 
・診断手法   ： 精密診断法 1（保有耐力診断法） 
・使用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  ： 「耐震診断 Pro Ver4.1 ホームズ君」（㈱インテグラル） 
          ※㈶日本建築防災協会の「木造住宅耐震プログラム評価」を取得 
・診断条件   ： ○垂直積雪深について、100cm とする。 

○当該建物は「軽い建物」と判断し、必要耐力を算出する。 
          ○接合部について、耐力壁仕様の補強を行う構面は金物補強を行うこととする。その他、

非耐力壁仕様の補強構面は金物補強を見込んでいない。 
          ○その他、これまで示した基礎、床剛性等の補強を行うこととする。 

○診断時同様、建物の形状による低減は剛性率 Fs 及び偏心率 Fe による。 
           
○補強位置案 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○補強位置案について 
・補強工法について 
「木造 SRF 壁補強工法」を用いることとした。詳細は後述を参照。 

・既存仕上げの解体範囲について 
耐力壁仕様の補強構面を設けなければ所要の耐震性を確保することが難しく、1 階では展示室、予備室、

警備室、管理室の押入れ・床の間を、2 階は和室（20 帖）、物入れの床と天井を解体し、耐力壁仕様の補強

を行う。また、補強構面を設ける壁面は全ての構面で施工方向から既存壁仕上げを解体することとなる。 
・旧永山武四郎邸と接続する下屋部分について 

旧永山武四郎邸と旧三菱鉱業寮は地震時には協働して地震に抵抗するとは考え難く、別々に挙動するもの

と考えられる。よって、下屋部分の接続部付近には特に補強を行わず、柔軟性を持たせることとする。 
・消火ポンプ室について 
 小規模な下屋であるため、耐力には参入しないこととした。 
・火災の被災範囲付近について 
 被災した部材を更新しないことから、強い耐力を期待することはできないと判断し、補強する構面は非耐力

壁仕様のものとした。 
・真壁と大壁について 
 1 階の展示室 1 や便所、手洗い、湯沸し室については、現状が大壁仕様となっているため、大壁仕様の補強

としている。その他の構面は真壁仕様の補強としている。  

2 階平面図 

1 階平面図 



  2015.09.15 
○SRF 工法について 
 ㈶日本建築防災協会による住宅等防災技術評価制度で評価を取得した工法である。 
 在来工法の面材で補強された箇所において、釘打ち部にﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維により織製された高延性材をポリウレタ

ン系一液性接着剤により貼付、その上から釘を増し打ちする工法。 
 在来工法よりも高い補強効果が見込める。 
 

 

 

 

 
○補強位置案の構造評点 

 
※現時点での検討結果であり、詳細な検討を実施した結果、変わる可能性があります。 

地域係数

Z

層せん断力

分布係数　Ai

2 645.19 1.26 146.33 156.07 1.00 1.00 156.07 1.06 一応倒壊しない

1 1277.47 1.00 229.94 252.52 1.00 1.00 252.52 1.09 一応倒壊しない

2 645.19 1.26 146.33 155.86 1.00 1.00 155.86 1.06 一応倒壊しない

1 1277.47 1.00 229.94 250.00 1.00 1.00 250.00 1.08 一応倒壊しない

X 0.90 1.00

Y 0.90 1.00

保有耐力

（修正前）

Qu（ｋN)

剛性率による

低減係数　Fs

偏心率及び

床仕様による

低減係数　Fe

保有耐力

edQu（ｋN)

上部構造

評点

edQu/Qr
判定方向 階

支持重量

Wi（ｋN)

層せん断力係数　Ci
地盤割増

β

必要耐力

Qr



旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用基本設計・実施設計 

保存レベルの設定基本方針（旧三菱鉱業寮） 

 

１．「旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用基本計画（平成 27 年 2 月）」より 

 1）保存活用基本方針 

① 歴史的価値を継承しつつ「活用重視」とした保存とする。 

② 改修後に「国登録有形文化財建造物に登録申請する」ことを前提とした改修とする。 

③ 建物の維持及び安全性確保のため耐震改修を行う。 

2）旧三菱鉱業寮は、1937 年（昭和 12 年）に三菱鉱業セメント㈱が旧永山武四郎邸に三菱鉱業寮部分を

増築した。 

 3）歴史的価値 

  昭和初期に民間企業保有のクラブハウス（福利厚生施設）が現存する例は道内に少なく、高い産業・

文化的価値を有している。 

 4）建築的価値 

  外観：大正昭和初期のモダンな洋館デザインの傾向 

① ドイツ下見張（1階及び 2階窓台まで） 

② モルタル刷毛引塗装（2階窓台上部） 

③ 筋違いのハーフティンバー・モチーフ 

④ なぐり仕上げの角柱、腰壁（玄関入口） 

⑤ 副次翼屋（便所等） 

⑥ 昭和初期建築に比較的多く見られる花台窓 

⑦ トイレの掃き出し窓 

 

  内観：倶楽部としての間取り・空間構成 

① 寮であった背景が見られる電話室 

② 通用口から廊下にアプローチ出来るようになっている 

③ 特徴的な応接間 

④ 気持ちの良い縁側空間 

⑤ 裏手のサービス階段 

⑥ 特徴的な階段親柱のデザインと階段室まわり 

⑦ 文化的意味を持つトイレの掃き出し窓 

⑧ 大正、昭和初期の洋風住宅にしばしば見られる丸窓 

⑨ 寒冷地仕様の二重窓 

 

 ２．設計プロポーザル時の発注要件 

   建築的価値を保持しながら最大限活かした整備方針とすること。 

1） 外観 

・外観意匠は保存。 

2） 内観 

・クラブハウスとして建てられた空間構成（電話室、通用口から廊下へのアプローチ、応接間、縁

側空間、裏の階段等）は原則保存し、これを活かした活用。部分的な変更は可とする。 

3） 材料・工法 

・特徴的な意匠や建築当初の資材が使用されている箇所は可能な限り保存。 

 

 ３．登録有形文化財登録基準（平成 17 年 3 月 28 日文部科学省告示第 44 号） 

   建築物、土木構造物及びその他の工作物（重要文化財及び文化保護法第 182 条第 2 項に規定する指

定を地方公共団体が行っているものを除く。）のうち、原則として建設後 50 年を経過し、かつ、次の

各号の一に該当するもの。 

  1）国土の歴史的景観に寄与しているもの 

  2）造形の規範となっているもの 

  3）再現することが容易でないもの 



 ４．保存レベル設定の基本方針  

   本施設の歴史的及び建築的価値の保存と耐震補強改修及び活用改修を両立させるため、保存レベル

の整理分類を行う。保存レベルは３段階に分類設定を行う。 

「旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮保存活用基本計画」及び設計プロポーザル時の発注要件を鑑み、

外観意匠保存を最優先として、耐震補強改修及び活用改修を行うことを基本方針とする。従って、耐

震補強については外壁面ではなく内壁面にて耐震補強を行うことを前提とする。内観については、耐

震補強との兼ね合いを考慮した上で、保存レベルの設定を行う。 

1） 保存レベルの分類 

① 保存レベル 2：歴史的及び建築的価値の保存が重要な部位であり、建設当時の材料、工法を用い 

       て復原し、保存することを原則とする。但し、現在使われていない材料・工法の 

       場合は、その復原も試みるレベルとする。 

      ※基本的に歴史的・建築的価値の高い部位を対象とする。 

② 保存レベル 1：建設当時の状態を維持・復原するが、現行の材料・工法の採用も可能とする。 

      ※基本的にオリジナルと考えられる部位を対象とする。 

③ 保存レベル 0：基本的に形態・考え方は保存・復原を行うが、材料・工法については必ずしも建 

    設当初のものを倣わない場合もある。また、耐震補強や活用による新たな要求に応 

じて、保存・復原を行わない方法も可能とする。 

※基本的に改修されていると考えられる部位、及び、新たな要求部位を対象とする。 

      

※保存レベル分類は「角 幸博著 旧北海道拓殖銀行大泊支店の改修方法の検討」参照 

 

 ５．外観の保存レベル設定 

   外観意匠保存を最優先とした保存レベルを設定する。但し、耐震補強が内壁面のみでは不足する場

合は外観の 3/1 を超えない範囲で保存レベルを再設定する。 

1） 保存レベル 2 

① 外壁モルタル刷毛引塗装 

② 玄関入口 なぐり仕上げの柱及び腰壁 

③ 外壁ドイツ下見板張（北側・東側・西側） 

④ 筋違いのハーフティンバー・モチーフ 

⑤ 花台窓及び窓 

⑥ 副次翼屋（便所等） 

⑦ 便所の掃き出し窓 

 

2） 保存レベル 1 

① 屋根：カラー鉄板四切葺（破風共） 

② 北側煙突：モルタル刷毛引 

 

3） 保存レベル 0 

① 基礎：モルタル刷毛引 EP 

② 南側外壁（1階部分）：ラスモルタル刷毛引 EP 

→ 創建時はドイツ下見板張と考えられるため、下見板張に変更する。 

③ 南側煙突：RC 造の上にタイルを貼っている。（平成 11 年に既存煙突を解体して再構築している） 

→ 解体撤去を提案する。 

④ 北側 1階下屋：増築された可能性が高い。 

→ 下屋部分の撤去もが可能と考える。但し、撤去後の外観については、明確な資料は存在しな

いため検討が必要である。 

 

 

 

 

 



 ６．内観の保存レベル設定 

   内観の保存レベルについては、クラブハウスとして建てられた空間構成を保存するものとする。（電

話室、応接室、メイン階段、裏手のサービス階段） 

レイアウト等は活用計画者の要望を最大限取り入れる方法で検討した上で保存レベルを設定する。 

1） 保存レベル 2 

① 電話室：現状のまま保存 

② 2 階応接間：現状のまま保存 

③ メイン階段：階段そのものは現状のまま保存 

④ 裏手のサービス階段 

⑤ 1 階及び 2階便所の窓建具及び掃き出し窓 

 

2） 各室別保存レベル（1階） 

①  1 階玄関 

床 クリンカータイル 不明 レベル 1 要検討 

幅木 人研 不明 レベル 1 要検討 

腰壁 鏡板貼 オリジナル レベル 2  

壁 漆喰 オリジナル レベル 2  

天井 板貼格子 オリジナル レベル 2  

②  1 階ホール 

床 カーペット 不明 レベル 0  

幅木 木 不明 レベル 1  

壁 漆喰 EP オリジナル レベル 2  

天井 漆喰 EP オリジナル レベル 2  

     

③  1 階廊下 3 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ一部ｶｰﾍﾟｯﾄ 不明 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 漆喰 EP 改修済 レベル 1  

天井 板貼竿縁 不明 レベル 1  

     

④  1 階旧廊下 4 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 不明 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 漆喰 改修済 レベル 0  

天井 板貼竿縁 不明 レベル 0  

     

⑤  1 階管理室 

床 化粧フロア 改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 漆喰 EP オリジナル レベル 2  

天井 板貼竿縁 オリジナル レベル 2  

     

  床の間 

床 床板 オリジナル レベル 2  

幅木 － － －  

壁 漆喰  オリジナル レベル 2  

天井 板貼竿縁 オリジナル レベル 2  

     

 



  押入 

床 板張り オリジナル レベル 2  

幅木 － － －  

壁 漆喰  オリジナル レベル 2  

天井 ベニヤ張 オリジナル レベル 2  

     

⑥  1 階階段下物入 → カフェエリアのため撤去。 

床 ベニヤ 改修済 レベル 0  

幅木 木 不明 レベル 0  

壁 漆喰、ﾌﾟﾘﾝﾄ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ、EP  改修済 レベル 0  

天井 板張 改修済 レベル 0  

     

     ※解体工事前に再調査し、記録を保存する。 

    ⑦  1 階展示室 2 → カフェエリアに改修 

床 化粧フロア 改修済 レベル 0  

幅木 ﾗﾜﾝ OSCL 改修済 レベル 0  

壁 JPB EP  改修済 レベル 0  

天井 ビニールクロス 改修済 レベル 0  

廻り縁 塩ビ 改修済 レベル 0  

⑧ 1 階会議室 → カフェエリアに改修 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの上ｶｰﾍﾟｯﾄ 不明 レベル 2  

幅木 木 不明 レベル 2  

壁 漆喰 EP  ｵﾘｼﾞﾅﾙ レベル 2  

天井 ベニヤ格天井 OP 改修済 レベル 2  

     

    ※壁、天井は保存レベル 2の場合もある。 

    ⑨  1 階風除室 

床 モルタルコテ オリジナル レベル 2  

幅木 － － －  

壁 ﾌﾟﾘﾝﾄ化粧合板 改修済 レベル 0  

天井 ﾌﾟﾘﾝﾄ石膏ボード 改修済 レベル 0  

     

    ※創建時には存在しないと考えられるため撤去もある。 

    ⑩  1 階通用口 

床 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ、式台：板張り オリジナル レベル 2  

幅木 木 不明 レベル 0  

壁 漆喰 オリジナル レベル 2  

天井 ベニヤ格天井 OP オリジナル レベル 2  

     

⑪  1 階湯沸室  →  活用事業のバックヤードに改修 

床 カーペット 改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 改修済 レベル 0  

天井 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 改修済 レベル 0  

廻り縁 塩ビ 改修済 レベル 0  

 

 

 

 



⑫  1 階廊下 1  

床 ﾊﾟｰｹｯﾄﾌﾛｱ 改修済 レベル 0  

幅木 ﾗﾜﾝ OSCL 改修済 レベル 0  

壁 ﾌﾟﾘﾝﾄ化粧合板 改修済 レベル 0  

天井 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 改修済 レベル 0  

     

  ※創建時には存在しないため、撤去の可能性あり。 

  ※撤去復原を含めて、再度検討する。 

    ⑬  1 階警備室 

床 カーペット 改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 漆喰 EP 一部 PB EP 改修済 レベル 0  

天井 ﾌﾟﾘﾝﾄ化粧合板 改修済 レベル 0  

廻り縁 木 改修済 レベル 0  

  押入 

床 ベニヤ 不明 レベル 0  

幅木 － － －  

壁 PB  不明 レベル 0  

天井 PB 不明 レベル 0  

     

⑬  1 階予備室 → カフェ用トイレに改修 

床 ﾊﾟｰｹｯﾄﾌﾛｱ 改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 漆喰 EP 一部 PB EP 改修済 レベル 0  

天井 ﾌﾟﾘﾝﾄ化粧合板 改修済 レベル 0  

廻り縁 木 改修済 レベル 0  

  床の間 

床 床板 オリジナル レベル 2  

幅木 － － －  

壁 繊維壁  オリジナル レベル 2  

天井 ベニヤ張 オリジナル レベル 2  

     

  押入 

床 板張 オリジナル レベル 2  

幅木 － － －  

壁 スレート板  オリジナル レベル 2  

天井 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ張 改修済 レベル 2  

     

⑭  1 階展示室 1 → ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ及び展示に改修 

床 カーペット オリジナル レベル 2  

幅木 木 オリジナル レベル 2  

壁 漆喰 EP  オリジナル レベル 2  

天井 ﾎﾞｰﾄﾞ張り格天井 オリジナル レベル 2  

     

          ※ボードについては要調査 

 

 

 

 



⑮   1 階手洗い前廊下 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 一部ｶｰﾍﾟｯﾄ オリジナル レベル 2  

幅木 木 オリジナル レベル 2  

壁 漆喰 EP 一部 PB EP オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

廻り縁 木    

    ※ボードについては要調査 

    ⑯  1 階手洗い  →  多機能トイレに改修 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ  改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 漆喰 EP  

ﾌﾟﾘﾝﾄ合板+一腰壁ﾀｲﾙ貼 

改修済 レベル 0  

天井 ベニヤ張 EP 改修済 レベル 0  

廻り縁 木 改修済 レベル 0  

⑰  1 階便所  →  多機能トイレに改修 

床 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ  改修済 レベル 0 改修年不明 

幅木 － 改修済 レベル 0 改修年不明 

腰壁 100 角ﾀｲﾙ張 改修済 レベル 0 改修年不明 

壁 漆喰 EP 改修済 レベル 0 改修年不明 

天井 ｽﾚｰﾄ板、漆喰 EP 改修済 レベル 0  

窓 掃き出し窓 オリジナル レベル 2  

⑱  1 階廊下 2 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 一部ｶｰﾍﾟｯﾄ オリジナル レベル 2  

幅木 木 オリジナル レベル 2  

壁 漆喰 EP 一部 PB EP オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

    ※PB については要調査 

    ⑲ 1 階物入 → カフェエリアに改修 

床 ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 ｼﾅﾍﾞﾆﾔ目透し EP 

一部漆喰 

改修済 レベル 0  

天井 化粧 PB 改修済 レベル 0  

廻り縁 塩ビ 改修済 レベル 0  

    ※撤去前に再調査し、記録を保存する 

    ⑳ 1 階消火ポンプ室 

床 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ 改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 改修済 レベル 0  

天井 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 改修済 レベル 0  

廻り縁 塩ビ 改修済 レベル 0  

 

 

 

 

 

 

 



3）各室別保存レベル（2階） 

①  2 階ホール 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 一部ｶｰﾍﾟｯﾄ オリジナル レベル 2  

幅木 木 オリジナル レベル 2  

壁 漆喰 EP オリジナル レベル 2  

天井 漆喰 EP オリジナル レベル 2  

廻り縁 木 オリジナル レベル 2  

②  2 階物入  → 休憩ゾーンに改修 

床 ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 改修済 レベル 0  

幅木 木 オリジナル レベル 2 要検討 

壁 漆喰 オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

③  2 階和室 20 帖、縁側 

床 畳 改修済 レベル 1  

幅木 畳寄せ 改修済 レベル 1  

壁 漆喰の上繊維壁 改修済 レベル 1  

天井 杉張本天井 改修済 レベル 1  

     

 床の間 

床 床板 オリジナル レベル 2  

幅木 － －   

壁 砂壁の上繊維壁 改修済 レベル 1  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

 押入 

床 板張 オリジナル レベル 2  

幅木 － －   

壁 ﾍﾞﾆﾔ張 改修済 レベル 0  

天井 ﾍﾞﾆﾔ張 改修済 レベル 0  

     

 縁側 

床 長尺ｼｰﾄ 改修済 レベル 0  

幅木 － －   

壁 漆喰 オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 ﾌﾟﾘﾝﾄ合板 オリジナル レベル 2  

     

④  2 階和室 10 帖 

床 畳 改修済 レベル 1  

幅木 畳寄せ 不明 レベル 1  

壁 砂壁 オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

 床の間 

床 床板 オリジナル レベル 2  

幅木 － －   

壁 繊維壁 オリジナル? レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     



 押入、物入 

床 板張 オリジナル レベル 2  

幅木 － －   

壁 漆喰の上紙貼 改修済 レベル 1  

天井 ﾍﾞﾆﾔ張 改修済 レベル 1  

     

⑤  2 階水屋 

床 化粧ﾌﾛｱ 改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 繊維壁 改修済 レベル 0  

天井 杉中杢合板貼 改修済 レベル 0  

     

 押入 

床 床板 一部化粧ﾌﾛｱ 改修済 レベル 0  

幅木 － 改修済 レベル 0  

壁 繊維壁 一部砂壁 改修済 レベル 0  

天井 板張竿縁 

一部杉中杢合板貼 

改修済 レベル 0  

     

 水屋通路 

床 化粧ﾌﾛｱ 改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 繊維壁 改修済 レベル 0  

天井 杉中杢合板貼 改修済 レベル 0  

     

⑥  2 階和室 16 帖 

床 畳 改修済 レベル 1  

幅木 畳寄せ 改修済 レベル 1  

壁 砂壁 改修済 レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

 床の間 

床 床板 オリジナル レベル 2  

幅木 － －   

壁 砂壁 オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

 押入 

床 板張 オリジナル レベル 2  

幅木 － －   

壁 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 改修済 レベル 0  

天井 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 改修済 レベル 0  

     

 

 

 

 

 

 



⑦  2 階和室 12.5 帖 → インフォメーションに改修 

床 畳 改修済 レベル 2  

幅木 畳寄せ オリジナル レベル 2  

壁 漆喰 鴨居の上砂壁 オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

 床の間 

床 床板 オリジナル レベル 2  

幅木 － －   

壁 砂壁 オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

 押入 

床 板張 オリジナル レベル 2  

幅木 － －   

壁 漆喰 オリジナル レベル 2  

天井 ベニヤ張 オリジナル レベル 2  

     

⑧  2 階手洗い前廊下 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ  オリジナル レベル 2  

幅木 木 オリジナル レベル 2  

壁 漆喰 EP オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

⑨  2 階手洗い → 男女別トイレに改修 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ  改修済 レベル 0  

幅木 木 改修済 レベル 0  

壁 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ  

一部腰壁ﾀｲﾙ貼 

改修済 レベル 0  

天井 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 改修済 レベル 0  

     

⑩  2 階便所 → 男女別トイレに改修←改修ありきで考えられているが、検討が必要。 

床 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ  改修済 レベル 0 改修年不明 

幅木 － 改修済 レベル 0 改修年不明 

腰壁 100 角ﾀｲﾙ張 改修済 レベル 0 改修年不明 

壁 漆喰 EP 改修済 レベル 0 改修年不明 

天井 漆喰 EP 改修済 レベル 0 改修年不明 

窓 掃き出し窓 オリジナル レベル 2  

⑪  2 階廊下 

床 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 一部ｶｰﾍﾟｯﾄ オリジナル レベル 2  

幅木 木 オリジナル レベル 2  

壁 漆喰 EP オリジナル レベル 2  

天井 板張竿縁 オリジナル レベル 2  

     

 

 ７．その他 

    温熱環境対策として内側に樹脂製内窓追加を検討する。 

 



旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮設計活用等検討委員会 

地域住民等意見交換会の実施について（及び全体スケジュール） 
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調
整 

実
施
設
計 

基
本
設
計
確
定 

実
施
設
計
と
の
調
整 

第４回検討委員会 ３月予定 

◯地域住民等意見交換会の結果の報告 

◯実施設計の確認 

◯今後の進め方について 

 

活
用
方
針
確
定 

第３回検討委員会 １月予定 

◯基本設計・活用方針の確認 

◯実施設計の検討状況について 

 

予
算
要
求 

 

第２回まちづくりサロン 

第３回まちづくりサロン 

第４回まちづくりサロン 

まちづくりサロンフォーラムの中
で検討結果の報告を検討する 

※公園ワークショップは、土木部公園緑化係の主催で公園の再整備に向けたワークショップとして開催するもので、その中で、施設につい

ても合わせて意見交換を行う予定。 

※まちづくりサロンは、創成川以東地区のまちづくりを考える場で、施設に限った議論をする予定は無く、文化財課は関連部局として参加

する。 

資料-3 

調
査 

調
査
・
基
本
計
画
・
基
本
設
計 

9月 26日（土） 
第 1回まちづくりサロン 
主催：まちづくり推進室 
※永山邸改修予定等について情報提供 

第１回検討委員会 ７月３０日（木） 

10：00〜12：00 

◯全体スケジュール確認 

◯検討事項・検討体制確認 

◯ゾーニング・活用方針の検討について 

 

 

第２回検討委員会 １０月９日（金） 

         10：00〜12：00 

◯地域住民等意見交換会の実施について 

◯基本設計・活用方針素案について 

 

 

基
本
設
計
（
改
修
方
法
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
概
算
） 

活
用
方
針
素
案
（
方
針
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
活
用
方
法
・
事
業
収
支
・
運
営
方
法
） 

10月 10日（土） 
第 1回公園ワークショップ 
主催：土木部公園緑化係 
※永山邸改修等について情報提供予定 

第 2回公園ワークショップ 
主催：土木部公園緑化係 
※オブザーバー参加予定 

第 3回公園ワークショップ 
主催：土木部公園緑化係 
※オブザーバー参加予定 

























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史的な財産である旧永山武四郎邸と旧三菱鉱業寮については、現在、保存と活用のための検討が

進められておりますが、これと並行して隣接する公園施設や樹木などについても見直すこととなりま

した。公園をどのように改修するかについて、地域の皆さんからご意見をうかがいながら、公園の再

整備に向けた検討を進めていきます。 

今後、「永山記念公園検討ワークショップ」を企画しておりますので、ぜひご参加ください。なお、

公園利用者への聞取り調査は 6 月から実施しており、9 月には小学校へのアンケートも行っています。

平 成 2７ 年 9 月 発 行 札幌市中央区土木部からのお知らせ 

■公園の再整備に関するお問い合わせ 

札幌市中央区土木部維持管理課公園緑化係 担当：吉野、平野 電話 614-5800

サッポロファクトリー 

交番

 

 

永山記念公園

 

 

【永山記念公園検討ワークショップ】のご案内 
 

第１回 『ミニツアー：公園の魅力再発見』    
■日時：10 月 10 日（土）10 時～12 時  ■集合場所：旧永山武四郎邸（永山記念公園内） 
  

地域のみなさんと公園内を散策し、土地の歴史や木のひみつなどを知ることができるイベン 

トです。樹木の専門家といっしょに、永山記念公園の魅力を再発見しましょう！ 
 

第２回 『こんな公園になったらいいな』 
■日時：11 月 14 日（土）10 時 ■会場：旧永山武四郎邸 

永山記念公園の魅力を高め、安全で安心なより良い 

公園にするためには、樹木や施設をどうしたらよいか 

皆さんと意見交換を行います。 
 

第３回 『公園の将来像をご紹介します』 
■日時：12 月 12 日（土）10 時 ■会場：旧永山武四郎邸 

   皆さんから頂いた意見をもとに、公園の将来の姿を 

ご紹介します。 






